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トランスジェニック植物の病害虫防除への応用

近年の遺伝子工学技術の 進歩 に 伴 い ， 病害虫抵抗性 に

つ い てト ラ ンス ジ ェ ニ ッ ク 植物の病害虫防除への応用 の

た め の研究 も か な り 進 ん で き てい る 。

従来， 抵抗性品種の利用 は病害虫防除手段のーっ と し

て長 い研究の 歴史を 持 ち ， 数多 く の成果を 上 げて き て お

り ， 病害虫防除の基本的技術 と し て 定着 し て い る 。 例 え

ば， 稲の重要病害で あ る い も ち 病で は ， わが国で も 十数

種の抵抗性遺伝子が同定 さ れ， こ れ ま で多数の抵抗性品

種が育成 さ れて い る 。 し か し な が ら ， 抵抗性品種の育成

ま で に は長い年月 が必要であ る こ と や， 食味等 に対す る

要求が厳 し く ， 市場価値 の 高 い 新抵抗性品種の育成 は困

難で あ っ た こ と に加 え ， 農薬の 開発 と そ の普及が急速に

進み ， 病害虫 は化学合成農薬で比較的容易 に 防除で き る

こ と か ら ， 近年で は抵抗性品種の利用 や そ の研究が軽ん

ぜ ら れて い る よ う に も 見受 け ら れ る よ う に な っ た 。

植物防疫 に お い て は， 現在， 化学合成農薬だ け に頼 る

の で は な く天敵な どの利用 も 含 む 多様 な 防除を 推進す る
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方向 に あ る 。 こ れ は ま た ， 農産物生産 に お け る 農業用資

材費の低 コ ス ト 化や ， 人工資材の 環境への 投入を極力減

ら そ う と い う 観点か ら も 重要 で あ り ， 病害虫分野で も 環

境 に 配慮 し た 防除技術の確立 に よ る 環境保全型農業の推

進が強 く 求 め ら れて い る 。 こ の た め ， 農薬 な ど の化学合

成資材の投入 を適正 な も の と す る た め ， 発生予察の 高精

度化， 環境負荷 に 配慮 し た 新農薬や， 新 し い散布法 の 開

発， 防除要否の判断基準の設定 な ど に よ る 農薬の効率的

利用 と 生物的， 物理的， 耕種的防除技術 を 組み 合 わ せ た

防除法の確立 な ど を進 め ， よ り 効果的で多様な 防除技術

の確立普及が今後の課題 と な る 。 こ の た め の 先進的防除

技術 と し て のト ラ ンス ジ ェ ニ ッ ク 植物 の 開発 は ， 今後の

技術確立お よ び現場への 導入が注 目 さ れて い る と こ ろ で

あ る (表- 1) 。

こ れ ま でのわが国 の病害虫防除 に は， 稲を 中 心 に 交配

に よ る 抵抗性品種の 開発が進め ら れて き た が， 現在 ま で

の遺伝子工学の進歩を 見 れ ば属を 越 え る遺伝子 の 導 入 な

表 - 1 多様な病害虫防除技術の例

技術名 (事例) 対象作物 対象病害虫

生物的防除 ベ ダ リ ア テ ン ト ウ (捕食性昆虫) カ ン キツ イ セ リ ア カ イ ガ ラ ム シ

オ ン シツツ ヤ コパ チ (寄 生虫事) ト マ ト オ ン シツ コ ナ ジ ラ ミ

チ リ カ プ リ ダニ (鋪食性) イ チ ゴ ハ ダニ類

B. t 菌 (細菌) 野菜類 り ん麹 目幼虫

穎粒 病 ウ イ ル ス チ ャ チ ャノ コ カ ク モ ンハ マ

キ

昆虫病原性糸状菌 野菜類 ア プラ ム シ類

物理的防除 太陽熱消毒 イ チ ゴ 萎貧病
シ ルバ ー マ ル チ 野菜類 ア プ ラ ム シ類

耕種的防除 抵抗性品種 キ ャベツ 根 こ ぶ病

抵抗性台木 ト マ ト 青枯病

化学的防除 性 フ ェ ロ モ ン チ ャ ハ マ キ ム シ類

キ ャベツ コ ナ ガ

果樹 類 コ ス カ シノf

遺伝子工 学 B. t 菌遺伝子 ベ ン ト グ ラ ス ス ジ キ リヨ ト ウ等
を手リ 用 し た 稲 キ チ ナ ー ゼ遺伝子 イ チ ゴ う どん こ 病
防除・ タ ノ f コ ウ イ ル ス 病

ト ル コ ギ キョ ウ H 
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ど， 交配 に よ る 抵抗性育種の技術上の困難を 大 き く 軽減

す る に 違 い な い 。 例 え ば， 組み 込む抵抗性を 付与す る た

め の遺伝子 は何 も 植物か ら の遺伝子 に 限 る 必要 は な く ，

海外で は 既 に 昆虫の病原細菌昆虫毒素産生遺伝子を 組み

込 ん だ ト マ ト 等を 害虫抵抗性 と す る こ と に 成功 し て い る

よ う で あ る 。

今後， 病害虫防除への応用 に つ い て は 基礎研究分野で

の技術開発が待た れ る と こ ろ で は あ る が， 都道府県 の農

業試験場段階で も か な り 実用化 に 向 け た 研究が進んでい

る も の があ る と 聞い て い る 。 例 え ば， 千葉県農業試験場

で は ， ゴル フ 場での無農薬管理を推進す る 目 的でぺ ント

グ ラ スを 対象 に し て B. t遺伝子 を導入 し た 耐虫性芝草

を ， 奈良県農業試験場で は ， イ チ ゴ の 主要品種であ る 「 と

人 事 消 息
(3 月 31 日 付)
角 田佳則氏 ( 中国農試生産環境部病害研主研) は退職 ( 山

口県農試環境部病害虫研室長に )
新垣則雄氏 (蚕昆研生体情報部選択情報研主研) は退職

(沖縄県農試病虫部害虫研主研へ)
古賀博則氏 (東北農試水田利用部水田病害研室長) は退

職 (石川県農業短期大学教授附属農業資源研究所 に )
岡崎 博氏 (農環研資材動態部農薬動態科殺菌剤動態研

室長) は退職
高屋茂雄氏 ( 中 国農試生産環境部病害研室長) は退職
古田 要二氏 (蚕見研生産技術部蚕病害研室長) は退職
根本文宏氏 (農研セ ン タ ー病害虫防除部水田病害研) は

退職 (福島農試病理昆虫部 ( い も ち 病指定試験地) へ
(4 月 1 日 付)
松永隆司氏 (秋田 県総合食品研究所長) は採用 ・ 食品総

合研究所食品機能部長に
皆川 望氏 (農環研環境生物部微生物管理科線虫 ・ 小動

物研室長) は 農研セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト 研究第 2 チ ー
ム 長 に

輿語靖洋氏 (農研セ ン タ ー耕地利用部除草剤研主研) は
同研室長に

荒城雅昭氏 (技会事務局企画調査課課長補佐 (広報班担
当) ) は 農環研環境生物部微生物管理科線虫 ・ 小動物研
室長 に

石井英夫氏 (果樹試保護部病害第 1 研室長) は農環研資
材動態部農薬動態科殺菌剤動態研室長に

家域洋之氏 (果樹試興津支場病害研室長 は果樹試保護部
病害第 1 研室長 に

古谷茂貴氏 (技会事 務局研究調査官 (要員担当) 兼大臣
官房企画官， 科技庁科学技術政策局政策課専門調査官)
は野菜 ・ 茶試盛岡支場栽培生理研室長 に

宮川久義氏 ( 山口県農試環境部病害虫研室長 (牧草病害
指定試験地主任) ) は採用 ・ 中国農試生産環境部病害研
室長に

鈴木芳人氏 (九州農試地域基盤 研究部情報処理研主研)
は 同研室長に

早坂昭二氏 (蚕昆研生産技術部蚕病害研主研) は 同研室

よ の かJ を 対象 に う ど ん こ 病抵抗性品種の作出 に 取 り 組

んでい る 。 ま た ， こ れ ら の取 り 組み は民間研究機関等で

も か な り 盛 ん で， 特定 の 除草剤の影響を 受 け な い ダイ ズ

は一般闘場で， 害虫や除草剤の影響を 受 け な い ト ウ モ ロ

コ シ は隔離圃場での 試験が安全性の評価試験を終 え る 段

階 に 至 っ て い る 。

こ の病害虫抵抗性育種 は今後い ろ い ろ な対象 病害虫 に

対 し ， 様々 なアイ デアを利用 し た 開発が考 え ら れ る が，

いずれに し て も 遺伝子工学 お よ び病害虫分野の研究者の

密接な協力 が不可欠 であ る こ と は事実で， 我々 行政サ イ

ド か ら も 情報交換等積極的 に 支援 し ， 関連分野の研究者

相互の密接な協力 の も と で こ の分野の大 き な前 進 に 寄与

し た い と 考 え て い る 。

長 に
中村匡利氏 (技会事務局連絡調整課課長補佐 (環境研究

推進班担当 ) ) は技会事務局研究調査官 (蚕糸 ・ 昆虫担
当 ) に

平野信之氏 (技会事務局研究調査官 ( 目 標担当 ) ) は 同局
研究調査官 (要員担当) 兼科技庁科学技術政策局政策
課専門調査官 に

平田賢司氏 (農環研環境生物部微生物管理科線虫 ・ 小動
物研) ) は 植物防疫所調査研究部へ

稲生圭哉氏 (農薬検査所農薬環境検査課) は 農環研資材
動態部農薬動態科農薬管理研へ

望月 雅俊氏 (野菜 ・ 茶試茶栽培部虫害研) は野菜 ・ 茶試
企画連絡室企画科へ (金谷駐在)

盤盤堕重臣 (4 月 1 日 )
小林敏郎氏 (神戸植物防疫所長) は横浜植物防疫所長に
渡遺泰孝氏 (横浜 ・ 東京支所長) は名古屋防疫所長 に
木村伸可氏 (名古屋防疫所長) は神戸防疫所長 に
石川光一氏 (食糧庁総務部検査課品質管理室長) は 神戸・

大阪支所長 に
大川義清氏 (横浜植物防疫所長) は退職
剣持秀藤氏 (神戸 ・ 大 阪支所長) は横浜 ・ 東京支所長 に
香川正明氏 (神戸 ・ 大阪支所次長) は神戸 ・ 関西空港支

所次長に
前淳一三氏 (神戸 ・ 大阪支所岸和田 出 張所長) は神戸・

大阪支所次長 に
上回 功氏 (神戸 ・ 関西空港支所次長) は神戸 ・ 広島支

所次長に
工藤浩平氏 (農産園芸局 植物防疫課課長補佐 (検疫第一

班担当 ) ) は横浜 ・ 調査研究部付 に
弘田祐一氏 (神戸 ・ 広 島支所次長) は退職
盤盟臣室蓋 (4 月 1 日 付)
入江 俊氏 (横浜 植防調査研究部企画調整課防疫管理官

兼 植物防疫課) は課長補佐 (検疫第一班担当 ) に
石谷秋人氏 (農薬検査所検査第一部企画調整課検査管理

官) は課長補佐 (農薬第二班担当 ) に
秋葉一彦氏 (富山 県砺波農業改良普及セ ン タ ー ) は企画

班法令係長に
(22 ペ ー ジ に続 く )
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